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概要
膨大な環境放射線（能）モニタリング結果について、県民にわかりやすく、関係
者が利用しやすい環境を提供するため、視覚的に把握しやすい線量分布マップ
の作成などわかりやすい情報発信手法を検討するとともに、被ばく線量に関する
事故の影響やその後の推移等についての評価に資するためのデータベースを構
築するなど、モニタリング結果の評価・活用に関する研究を行う。

必要性
震災後、本県では数々の環境放射線（能）モニタリングを行い、最新の線量レ
ベルを公表するとともに、放射線防護対策の必要性を判断する材料として県民
の安全と安心に寄与してきたが、膨大なモニタリング結果を体系的に整理する
など、わかりやすい情報発信手法の検討が求められている。
また、モニタリング結果の総括的な評価・活用は、現在のところ十分に行われ
ていないため、評価手法等の研究を行う必要がある。
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研究目標

１．県民にわかりやすい情報発信手法の検討

２．線量分布マップ等の作成及びデータベースの構築

３．モニタリングデータの総合評価手法の検討
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福島県では、県、国及び市町村が実施する環境

放射線（能）モニタリングの結果を公表するため、

ウェブサイト「福島県放射能測定マップ」を開設して

いる。公開サイトは開設から4年が経過し、情報量

も膨大になり、よりわかりやすく県民等に情報提供

できるよう見直しを行った。

わかりやすい情報発信の検討
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サイト更改の目的・方針

【ポイント１】見たい時点の見たい場所、見たいデータをPCやスマホで
簡単に閲覧
●原発事故以降から現在までのエリア毎の放射線状況の変化を表示
・空間放射線量のみならず環境試料の放射能測定結果も同一地図
上にポイント表示
●直感的に操作可能
・時間の経過は「時間ルーラー」操作
・エリアの選択は、「住所名指定」「観光地指定」等
【ポイント２】表示スピードの改善
●ストレスない表示スピードで閲覧

「住民や来県者の安心・安全を確保するため、県の
取組みと放射線状況をわかりやすく伝えるサイト」

放射線監視室資料 4



トップページ

基本画面構成（トップページ）
・測定方法を紹介する画像を表示します。
・時間ルーラにより見たい時期を指定できます。
・検索条件入力により選択されたエリアのマップページに遷移します。
・県の取組み状況やお知らせを表示します。

｢県の取組み状況｣とともに、
｢県からのお知らせ｣も表示し
ます。

【検索条件指定枠】
①「見たい地域」を、

地図 あるいは 住所
選択にて検索可能です。

②「見たいデータ項目」は、
ボタン選択にて検索可能です。

マップページへ

【紹介画像表示枠】
線量測定機器等国や県の取組みに
関連する画像を表示します。
（サムネイルから選択）
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マップページ

基本画面構成（マップページ）
・指定されたエリアのマップに、その時点で測定した空間線量率・環境試料放射能濃度を色分けして表示します。
・時間ルーラーによる時期指定やマップの拡大縮小が可能です。
・マップ上の測定点をクリックすると測定点の詳細情報が表示されます。
・日常生活で受ける放射線量についての説明も表示します。

【マップ表示枠】
指定されたエリア
のマップに測定点
を表示します。

測定日時、測定値等
の表示

わ
か
り
や
す
い

ア
イ
コ
ン
表
示

エリア拡大・測定点クリック

【時間ルーラ】
見たい時期を
指定できます。

トップページから

日常生活で受ける放射線量
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多言語表示 英語
外国人向けに多言語表示（日本語、英語、中国語、韓国語）します。下記は英語表示例です。

マップページ（PC） マップページ（スマホ）

地図検索ページ

地
図
を
ク
リ
ッ
ク
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走行サーベイ結果表示
マップページにて、「空間線量率」「放射性物質分析」「走行サーベイ」を重ねて表示できます。
下図は、 「空間線量率」「走行サーベイ」の測定結果を重ねて表示した例です。

マップページ（2014年5月）
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線量推移グラフ表示
選択した測定点の測定データのグラフを表示できます。
グラフスケールは、事故時から／３年間／１年間／90日／30日／１週間 まで変更可能です。

マップページ

クリックして表示

事故前の
線量の
目安
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トップページ マップページ

スマホ画面（基本画面構成）
スマホでもＰＣと同様の画面を同様の操作で利用可能です。

検索ページ

県の取組み
に関連する
画像を表示

条件指定で
マップページ表示

測定点クリック
で詳細情報表示

さらに
詳細表示
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 背景
測定時点における放射性物質の分布状況をわかりやすい形式で提供。今後、地域住民の安全、
安心や地域復興に資するため、事故後どのように変化（経時変化情報）し、これから、どのよ
うに変化していくか（将来予測情報）に関する情報を提供することが重要

 課題
 現状のモニタリング結果は、手法により空間的・時間的な測定密度が十分ではない

 測定手法により、結果に系統的な歪みが存在
 航空機サーベイとサーベイメータによる測定結果を比較すると、
地域（山林、市街地等）により系統的な違いが存在

 空間的・時間的に稠密なデータをわかりやすい形式で提供する手段がない
 現状では、測定時点における分布状況のマップ（スナップショット）のみが提供

手法

航空機モニタリング

カーサーベイ

サーベイメータ

モニタリングポスト

空間的測定密度 時間的測定頻度

広範囲かつ多数

広範囲かつ多数
ただし道路上に限定

1～2回/年

1～2回/年

数千点

数千点

1～2回/年

1回/10分

バスサーベイ 広範囲かつ多数
ただしバス路線に限定

毎日

線量分布マップ及びデータベースの構築
統合化データベースの作成・検討
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データ統合とデータ同化
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まとめ
わかりやすい情報発信の検討

H28年3月末に福島県放射能測定マップの全面
更新を行った。

線量分布マップ及びデータベースの構築及び統合化
データベースの作成・検討
これまで県が定期的に測定してきた環境モニタリ
ングデータ等を対象に県内各地の放射線がどのよ
うに変化してきているのか、経時変化情報を分析
し、その変化傾向がどのような要因で生じている
のか等の分析を進める。
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